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⑳
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研
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養
新
よ
一
脱

エ
る
る
養
生
れ
シ
劃
毒

魚
か
附
蝋
雇
鴻
拙
耽
難

で
れ
か
全
イ
し
ン
師
た

子
さ
ら
の
力
定
シ
舞
い

　
　
　
　
　
・
ト
財
を

及
反
妊
が

ト
莫
　
　
と

　
　
　
　
　
リ

ッ
落
し
こ

う
脱
滴
る

娠
と
相
す

試
用
く
因

を
作
よ
起

一
死
は
に

膿
鯛
面

一
の
両
応

t
e

吹
@
反

田

　
　
　
　
　
ト
過
と

　
・
の

　
し
雄
　
　
ツ
成
こ

　
与
　
　
究
ラ
怠
る

究
追
蝉
吟

研
週
て
　
学
判
の
惹

　
　
　
　
　
レ

難
轡
嚇
繋

獺
㎞
購
旅
吸
・
器
肋

　
1
，
明
形
期
ホ
雌

　
養
精

　
追
記
・

　
の
の
た
究

　
験
へ
つ
研

　
試
卵
あ
る

究
性
一
で
す

研
通
タ
三
関

，
な
が
殖
発
が
，
築
す
を

は
し
散
増
の
現
く
構
成
能

胞
成
分
る
子
発
弱
り
構
化

細
形
の
よ
伝
い
は
よ
を
分

皮
を
へ
に
遺
強
現
胞
r
e
の

誌
面
勧
駿
ち
醗
㈱
喫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

明
砂
害
い
た
ト
ム
イ
て
界
べ
培
を
に
た
添

が
㎞
障
早
つ
イ
テ
カ
し
限
る
の
法
と
し
ツ

と
価
殖
の
な
サ
ス
ト
と
と
す
株
手
こ
討
ラ

こ
一
生
娠
に
ー
シ
イ
法
性
完
胞
出
る
検
一

い
q
て
妊
か
“
1
1
の
サ
手
効
補
細
検
せ
て
…
m
討
盤
面
尻
漏
唆
。
W
1
0
誌
面
v
贈
爵
を
明
．
W
正
忌
間
a
i
ラ
㎝
ら
能
可
を
め
㎞
れ
細

な
し
は
ら
法
出
有
を
ジ
る
わ
い
検

a
B
ケ
膜
N
性
P
精
ら
成
の
ル
胎

麗
総
論
鯛
ろ
を
胞
後
滴

　
び
応
出
血
　
　
雄
生
　
　
に
程
が
　
　
条
時
　
　
　
E
が
可
が
現
認
叩
さ
る
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衛品食品薬医

立
国

説

㎞
切
購
乞
肺
鱗
肥
磁
吻
一
鞭

㏄
批
5
修
6
て
平
1
5
か
ら
修

雛
門
砺
畔
乙
麟
胡
蝉
細
細

　
P
a
ら
す
成
修
純
～
葉
大
ぞ

㎜
脱
一
幅
坪
一
代
㎜
三
論
棟

叩
即
1
2
一
氏
事
藤
茂
た
，
，

㎎
1
0
月
ジ
り
の
安
3
し
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

罰
曲
塙
却
初
蠣
即
牌
柵
旧
血

膿
無
識
馴
瓢
劉

と
＆
が
イ
れ
外
に
及
そ
9
9

れ
s
9
バ
さ
海
ら
日
を
成
成

杁
略
㎞
籔
瀧
蔚
済
胆
碗
評
評

論
H
血
跣
も
翻
慨
覗
凱
鳶
頭

藷

蹴
論
潮
脚
繍
熱
醗
編
溜
灘
餅
繍
野

噺
舳
鯛
噸
臥
前
脆
鮪
囎
牌
宿
陣
牒
囎
曲
郷
眩
勉
劇
瞬
蝋
伽
範
熱
熱

徽
欝
㎜
一
聯
轡
躯
灘
騨
騰
購
無
論
韻
翻
心

平
鯖
虚
無
銅
品
評
曲
目
廻
薪
絹
紬
圃
怯
畦
褐
無
識
斯
膚
期
級

識
聯
穂
懸
舞
轟
灘
節
黒
も
関
前
に
振
ナ
月
薬
わ

缶5
0

β

油
類

種
種

醐
飾
聯
蜥
搦
関

延
9
9
9
9
　
生
機

，
／
1
／
1
べ
べ
4
6

類
塩
類
延
延
4

唖
罐
船
生
生
録

3
8
Q
1
P
1

兼
＜
P

　
，
　
　
，
　
0
　
∩
コ
　
Q
O

　
1
　
1
　
1
　
1
　
6

一
M
で
ま
日
三
年
で
実
究
あ
　
員
ン
続
　
尾
も
議
報

硝
震
臨
調
舞
．
る
重
，

内
品
目
性
て
子
・
重

　
　
　
　
　
・
状
を

ス
二
二
量
つ

ウ
栽
接
含
た
型
手
分

ハ
の
直
高
畠
草
の
成

ル
国
，
ド
に
，
実
・

一
が
り
イ
成
で
果
性
●

二
我
あ
ロ
育
こ
・
抗
た
2
ト
年
，

ビ
　
で
力
種
そ
点
心
し

杷
劫
齪

法
類
　
作

殖
分
　
も

繁
性
　
案

，
特
　

針

せ
・
　
指

わ
量
　

の

A口
収
●
モ

と
・
た
モ

　
　
　
　
　
　
　
果
製
し
ケ

　
　
　
　
　
　
　
政
調
出
コ

　
　
　
　
　
　
　
究
・
提
マ

　
　
　
　
　
　
　
研
穫
を
ク

　
　
　
　
　
　
．
た
収
悟
り

品
）
は
直
の
径
た
つ
・
針
よ

　
　
　
　
虚
根
つ
行
虫
気
に

敵
す
根
間
用
子
か
て
前
盛
式

栽
対
母
期
施
．
な
し
心
素
書

渤
藩
論
論
評
羅
盤
面
度
雨
脚
、

用
ブ
血
忌
リ
母
め
で
密
と
同

区
力
の
留
る
る
認
ま
愛
蘭
，
f

　
リ
生
子
す
け
も
れ
栽
栽
に
た

　
　
　
　
対
お
果
こ
・
る
他
し

　
　
2
し
に
に
効
　
料
成
　
出

歯
追
回
行
1
4
　
月
質
敏
で
び
す
成
心
素
話

場験試
培栽物

植
用薬

波筑

郎
三

孝
西長

場

　
　
数

　
　
布

数
数
二

子
子
録

種
種
目
績
薬

司
譲
子
業

病
分
高
高

　
　
　
研

L
D

　
業
し
都
　
2
た
　
イ
の
律
遺
漏
の
技
究
」
究
研
価

　
作
と
宇
　
機
つ
・
サ
究
の
る
費
で
存
研
究
研
局
評

　
場
任
，
．
凍
あ
た
ン
旧
時
け
究
ル
保
療
研
託
策
質

　
圃
後
た
た
冷
睡
し
マ
ト
プ
お
研
べ
期
治
る
委
託
品

　
　
，
ま
つ
用
田
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ツ
に
学
レ
長
子
す
の
康
・

　
吾
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
孝
り
．
な
房
状
実
ユ
ェ
ア
種
壷
】
極
伝
関
課
健
培

　
原
な
た
に
謡
い
を
ヒ
ジ
ル
雑
面
う
の
遺
に
薬
省
栽

秘
鍵
贈
品
臨
撫
蟹
辮
熊
饗
聯

　
で
験
磁
心
血
忌
研
と
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
明
機
「
出
す
「
・
接
課
栽

　
係
試
験
作
の
劣
波
務
興
て
解
滴
り
薬
日
る
た
直
興
る

　
血
豆
虚
血
例
年
虚
業
賦
し
の
発
よ
「
に
よ
し
の
回
す

要
事
伊
豆
圃
年
経
，
究
ス
と
子
の
に
上
山
に
施
し
発
関

　
人
が
伊
生
本
が
め
研
ン
環
因
子
金
析
右
回
実
け
開
に

概
　
長
て
幸
　
台
た
　
工
一
六
伝
助
解
忌
事
も
「
究
法



㎜
告

報
務業

が
て
培
検

た
れ
栽
で

き
さ
．
下

て
認
化
件

れ
確
馴
条

さ
間
の
培

な
い
e
栽

　
コ

　
　
　

獅
艦
擁

認
雛

贈
鋤つ

h
，
肥

儒
謡

組
お
そ
h

ド
に
　
　
●
る

イ
ナ
た
け

ロ
ン
つ
お

励
鉢
無
塩
縢
轟
轟
鑓
べ
4
A
そ
根

ア
べ
い
過
討

ら
選
期
に

か
の
花
法

国
蓋
開
D

直
系
，
P

を
た
さ
趾

濃
紫

さ
　
　
α
富
力
海
お
・
珂
り
材
い
の
た
●

イ
ロ

カ
ル

ア
の

中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畝
効
批
雛
　
　
　
　
　
全
全
ん
に
収
ま
究
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燥
へ
期
ネ
差
研
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
の
生
併
た
倒
的
さ
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惑
い
ン
中
事
た
卓
あ
取
ヒ
な
る
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
囲
物
唆
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
ル
塾
す
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
し
試
危
人
雲
斗

　
海
海
草
い
の
き
用
　
　
的
下
馴
H
よ
　
遺
を
　
ド
　
物
田
上
ル
　
の
の
細
収
開
一
を
取
　
　
h
　
醇
ナ
立

加
聲
唖
蝉
議
肋
ザ
み
勒
鞘
撒
猷
邸
勘

ル
有
物
並
検
ノ
，
一
　
　
　
　
　
二
，
ロ

ア
を
植
化
て
，
に
液
，
　
　
　
　
ー

ン
去
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乞

　
う
マ
　
　
　
リ

へ
方
で
量
つ
り
果
は
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

るけおに

体
物

植
ヒ

問
生
地
と
　
－
解

域
の
の
こ
討
子
果
プ
岸
旬
で
系
の
身
為
よ
す

随
薦
需
黙
諾
河
劒
認
は
．
鶏
人
に
成
る
斗
出
撫
に
A

q
菌
め
を
中
る
そ
岸
岸
型
が
書
く
い
¢
交
に
で
ら
イ
り
そ
伝
D
の
含
モ
体
御
記
力
そ
乳
乳
根
量
販
同
寄
し
2
D
枕
h
o
s
は
さ

　
　
集
抜
の
よ

　
ン
崔
ン

リ
　
　
　
　
ァ
れ

り
ド
も
パ

あ
う
系
ロ

で
べ
養
ト

漏
欝

繍
驚

ノ
駆
を
れ

。
前
㎞
そ

　
　
m
　
‘

ま
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4

2

の
花
収
く
を
も
の
　
　
用
・
富
生

細
蟹

設
得
植
，
腐
た
1
5
え
苗
コ
葉
半
の

　
　
　
　
，
つ
，
考
種
ウ
茎
豆
生

を
が
密
ら

区
差
の
が
り
あ
に
と
別
ヨ
び
伊
自

験
の
れ
な
ご
で
温
い
地
シ
及
，
順

応
程
ず
し
起
％
の
し
産
ノ
査
種
苗

無
量
い
か
が
6
5
m
ま
の
ン
調
存
の

　
　
，
し
伏
～

　
　
　
　
　
　
c
望
コ
ゲ
性
保
本

諸
種

　
　
　
．
倒
5
0
9
0
が
ウ
た
特
場
熊
・

た
播
く

し
は
高
た
め
は
幅
培
ヨ
し
の
当
，

番
一
こ
ど

⊥
子
　

p
曾

赤
花
葉
の

が
白
，
葉

種
は
茎
に

2
統
●
的

の
系
た
体

島
花
つ
全

子
赤
あ
た

種
●
に
ま

と
た
向
　
，

本
つ
傾
く

熊
あ
い
高

は
で
き
も

色
色
大
里

●

と
を

環
単一

産

の
生

究
び

研
及

る
制

す
調

関
性

に
特

等
類

法
分

方
苗

　
　
　
つ
た
率
は
栽
シ
成
苗
は
梨
た
な

丁
数
ほ
あ
た
株
法
植
ノ
作
種
苗
山
い
的
が
が
ン
2
ン
の
保

で
株
植
で
し
効
植
移
ン
に
別
種
，
用
徴
た
花
イ
の
コ
落
場

花
白
が
が
た
性
存
斯

る
て
重
産
つ
特
保
の

あ
べ
葉
潟
か
冬
期
ン

で
す
茎
新
高
分
長
コ

質
は
，
は
倍
苗
の
ウ

・
形
懐
く
量
3
種
苗
の

　
　
，
遅
含
～
の
種
存

ン
ラ
び
量
少

イ
ト
及
収
が

，
マ
次
と
量

2
ス
一
重
茎

ワ
，
茎
生
根

ヤ
い
根
茎
種

ジ
行
側
根
の

，
を
，
種
用

1
査
茎
び
苗

ワ
調
根
質
種

や
性
類
別
は

ジ
，
根

び
色
尽

及
累
算

田
黄
は

煙
い
に

　
，
濃
統

宰
の
系

子
色
ド

町
回
ン

は
が
イ

●
色
統
た

ジ
特
を
位
統
た
の
系
ま

　
，
い
茎
部
三
つ
面
ド
●

田
用
根
，
ラ
行
断
ン
た

武
を
種
け
ト
み
切
イ
つ

　
，
統
，
分
マ
の
の
　
，
あ

島
系
て
に
ス
査
製
表
で
．

子
6
い
位
●
調
根
引
色
た

種
の
つ
部
た
性
主
黄
仰
れ

　
，
う
に
3
し
密
な
が
が
ら

は
ト
統
の
査
め
的
統
統
帥

．
統
マ
系
次
調
た
徴
系
系
に

階
の
密
能
長
有
心
の
ゲ
度
地
た
城
を
特
つ
開
二
黒
ウ
植
当
た
系
ス
5
二
を
た
特
各
ラ
か

段
区
は
可
徒
た
な
で
　
年
産
し
茨
種
も
あ
ベ
ラ
は
　
用
，
し
試
び
く
茎
係
つ
も
の
ト
ず

3
生
辰
が
り
け
富
合
2
・
前
，
試
，
2
最
で
比
ゲ
量
3
薬
て
討
幕
及
除
根
関
か
最
ワ
マ
わ

の
密
収
穫
な
付
適
割
　
　
い
供
山
の
　
色
に
の
含
　
　
し
検
　
ド
を
側
の
な
　

ヤ
ス
が

場験試
女心物

底
面薬

豆伊

隠
田

飯長場

　
平
栗
か
伊
た
日
特
は
し
温
一
号
泉

　
，
，
山
が
つ
1
術
で
渡
新
一
5
源

鴛
海
鰍
館
臆
朗
報
麟
矧
ぬ
呪
で
℃
、

　
係
筑
が
修
え
年
科
曇
日
た
あ
室
環
行
係
栽
レ

　
関
ら
滝
上
換
9
の
整
2
0
る
6
5
温
一

要
事
か
三
井
置
注
団
設
軽
い
一

が
田
付
場

長
山
日
験

業
，
1
試

作
へ
月
培

肥
豆
4
栽

根
底
年
各

関
ら
1
0
れ

で
か
成
ぞ

け
波
平
れ

付
筑
に
そ

日
が
ら
と

1
5

ｷ
さ
へ

月
立
，
波

1
0

?
ﾖ
筑

年
吾
豆
ら

9
孝
伊
か

成
原
ら
豆

興
　

1
0

ﾆ
3
一
同
の

欝
叢
臨
論

モ
す
　
　
　

リ
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ユ

学
任
れ
，
と
τ
設
q

　
　
　
　
　
　

酬
鰭
鞘
髄
肺
恪
鰻
ス

氏
さ
新
1
5
東
機
ン

朧
認
闘
㍊

離
乙
縫
晒
齢
街
紺
姻

で
韻
芳
た
騨
呪
郷
吸

樹
胴
滅
練
勤
働
榊
夘

　
　
　
　
　
ま

効
帆

維
，
禦
・

　
発
劇
た

　
開
瀕
し

　
究
総
出

　
運
指
提

　
別
面
を

　
　
イ

　
生
娘
書

　
髄
質
告

　
　
　
　

●
　
，
品
幸

た
は
・
の

つ
で
培
」

勘駆轍
眼
裡
唯
唯
唯
鍾

筑
8
6
1
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
堅
物
ッ
績
種
種
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温
の
等
究
植
ミ
成

　
血
豆
也
で
配
画
業
施
3
て
棟
加
事
新
研
用
力
務
L
採

血
　
伊
和
け
へ
　
事
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